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呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「
琵
琶
行
」

の
受
容

竹

村

則

行

西
暦

一
六
四
六
年
、
既

に
清
朝
が
天
下
を
制
し

て
三
年
目
を
敷
え
る
順
治
三
年
に
、
三
八
歳

の
呉
偉
業
は
、
「
琵
琶
行
」
と
題
す
る

七
言
八
十
六
句
、
六
百
二
言
に
の
ぼ
る
長
編
の
古
詩
を
撰
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
自
序
に
よ

っ
て
こ
の
詩
の
成
立

に
至
る
情
況
を
述

べ

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

去
梅
村

一
里
、
爲
王
太
常
姻
客
南
園
。
今
春
梅
花
盛
開
へ
予
偶
歩
到
此
。
忽
聞
琵
琶
聲
、
出
於
短
垣
…叢
竹
間
。
循
將
側
蕪
、
當
其

妙
塵
、
不
畳
柑
掌
。
主
人
開
門
延
客
。
問
向
誰
弾
?
則
通
州
白
在
泥
子
或
如
父
子
善
琵
琶
、
好
爲
新
聲
。
須

奥
花
下
置
酒
、
白
生

爲
予
朗
弾

一
曲
。
遽
先
帝
十
七
年
以
來
事
、
叙
述
齪
離
、
豪
嗜
漢
切
。
坐
中
有
奮
中
常
侍
挑
公
、
避
地
流
落

江
南
。
因
言
先
帝
在

玉
煕
宮
中
、
梨
園
子
弟
、
奏
水
嬉
過
錦
諸
戯
、
内
才
人
於
暖
閣
、
齎
鎮
金
曲
柄
琵
琶
、
弾
清
商
雑
調
。
自
河
南
憲
嵐
、
天
顔
常
惨



然
不
悦
、
無
復
有
此
樂
　
。
相
與
唖
咽
者
久
之
。
於
是
作
長
句
紀
其
事
。
凡
六
百
二
言
、
傍
命
之
日
琵
琶
行

。

梅
村
を
去
る
こ
と

一
里
、
王
太
常
姻
客
の
南
園
爲
り
。
今
春
梅
花
盛
ん
に
開
き
し
に
、
予
偶
ま
歩
し
て
此

に
到
る
。
忽
ち
琵
琶

の
聲

の
短
垣

・
叢
竹
の
間
よ
り
出
つ
る
を
聞
く
。
矯
を
循
り
て
側
聴
し
、
其
の
妙
塵
に
當
る
や
、
畳
え
ず
掌
を
掬
つ
。
主
人
、
門

を
開
け
、
客
を
延
く
。
問
ふ
、
向
に
は
誰
か
弾
く
?
則
ち
通
州
の
白
在
淵
、
子
の
或
如

の
父
子
、
琵
琶
を
善
く
し
、
好
く
新
聲
を

爲
す
な
り
。
須
奥
に
し
て
花
下
に
酒
を
置
き
、
白
生
、
予
が
爲
に

一
曲
を
朗
弾
す
。
廼
ち
先
帝
十
七
年
以
來

の
事
、
観
離
を
叙
述

し
て
豪
噌
凄
切
た
り
。
坐
客
に
奮
中
常
侍
挑
公
、
地
を
避
け
江
南
に
流
落
す
る
有
り
。
因
り
て
言
ふ
、
先
帝

、
玉
熈
宮
中
に
在
り

よ
に
、
梨
園

の
子
弟
は
水
嬉

・
過
錦

の
諸
戯
を
奏
よ
、
内
才
人
は
暖
閣
に
於
て
、
鎮
金

・
曲
柄

の
琵
琶
を
齎

っ
て
、
清
商

の
雑
調

を
弾
く
。
河
南
憲
齪
せ
し
よ
り
、
天
顔
は
常
に
惨
然
と
よ
て
悦
ば
ず
。
復
た
此
の
樂
有
る
無
よ
と
。
相
與
に
鳴
咽
す
る
者
、
之
を

久
し
う
す
。
是
に
於
て
長
句
を
作
り
、
其

の
事
を
紀
す
。
凡
そ
六
百
二
言
、
傍
ち
之
に
命
じ
て
琵
琶
行
と
日
ふ
。

「梅
村
」
は
二
年
前
に
購
入
し
た
奮
王
士
駿

の
別
荘

で
あ

り
、
今
は
呉
偉
業
の
居
宅
で
あ
る
。
「
先
帝
十
七
年

以
來

の
事
」
と
は
、

萬
歳
山
に
総
死
し
た
明
の
崇
禎
帝
在
位
十
七
年
以
來
の
國
家
の
覆
滅
と
そ
の
後

の
動
鼠
を
指
す
。
則
ち
、
呉
偉
業
は
、
友
人

の
王
太
常

姻
客

(
時
敏
)
宅
で
ふ
と
耳
に
し
た
琵
琶
の
名
調
子
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
今
は
滅
ん
で
よ
ま

っ
た
明
朝
以
來
の
琵
琶
の
名
手
で
あ
る

白
在
淵

・
或
如

の
父
子
、
及
び
か
つ
て
明
朝
に
仕
え
た
こ
と
の
あ
る
銚
公
の
語
る
と
こ
ろ
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
事
を
六
百
二
言
の
長

句
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

今
、
こ
の
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
を
、
其
の
内
容
や
押
韻
を
手
が
か
り
に
し
つ
つ
、
次
の
四
小
段
落
に
匿
分
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
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琵
琶
急
響
多
秦
聲

封
山
慷
慨
稻
入
棘

同
時
漂
破
亦
第

一

雨
人
失
志
遭
遷
調

絶
調
王
康
並
盛
名

崑
寄
摩
詰
無
顔
色

百
餘
年
來
操
南
風

竹
枝
水
調
謳
呉
儂

里
人
度
曲
魏
良
輔

高
士
填
詞
梁
伯
龍

北
調
猶
存
止
絃
索

朔
管
胡
琴
相
間
作

壷
失
傳
頭
誤
後
生

誰
知
却
唱
江
南
樂

琵
琶
の
急
響
に
秦
聲
多
し

封
山

慷
慨
し
て
入
神
と
稔
せ
ら
る

同
時
に
洪
阪

亦
た
第

一
た
る
も

雨
人
失
志
し
て
遷
諦
に
遭
ふ

絶
調
の
王

・
康

盛
名
並
び

崑
需

・
摩
詰

顔
色
無
し

百
餘
年
來

南
風
を
操
り

竹
枝

・
水
調
に
呉
儂
を
謳
ふ

里
人

の
度
曲
す
る
は
魏
良
輔

高
士
の
填
詞
す
る
は
梁
伯
龍

北
調
は
猶
ほ
存
す
る
も
絃
索
止
み

朔
管

・
胡
琴

相
間
り
て
作
る

　蓋
く
傳
頭
を
失

い

後
生
を
誤
る

誰
か
知
ら
ん

却

っ
て
江
南
の
樂
を
唱
ふ
を

「
封
山
」
「洪
破
」
は
そ
れ
ぞ
れ
明

の
康
海

(
一
四
七
五
-
一
五
四
〇
)、
王
九
思

二

四
六
入
-

一
五
五
一
)
の
號

で
あ
る
。
共
に

「秦

聲
」
に
た
く
み
な
北
曲
の
作
者
と
し
て
、
ま
た
琵
琶
の
名
手
と
よ
て
盛
名
を
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
郷
の
劉
瑛
の
蕉
観
に
連
坐
し
て
相
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次
い
で
失
脚
し
た
。
「
百
餘
年
來
」
と
は
、
そ
の
康
海

・
王
九
思
の
活
躍
及
び
失
脚
以
來
、
異
偉
業
が

こ

の

「
琵
琶
行
」
詩
を
詠
ん
だ

一
六
四
六
年
ま
で
の
歳
月
を
い
う
。
「
箆
器
」
は
康
箆
器
、
「摩
詰
」
は
詩
人
の
王
維
を
い
い
、
共
に
盛
唐
の
琵
琶

の
名
手

で
あ

る
。
「

呉
儂
を
謳
ふ
」
は
呉
の
儂

の
う
た
を
謳
う
。
北
曲
に
封
す
る
南
曲
を

い
う
。
魏
良
輔

(?
ー
?
)、
梁
伯
龍

(
一
五
二
〇
1

一
五
八
〇
)
は

共
に
箆
曲
の
全
盛
を
導
い
た
作
者
で
あ
り
、
南
曲
の
復
興
を
も
た
ら
し
た
作
者
で
あ
る
。
こ
の
小
段
落
は
、
明
代

に
活
躍
し
た
琵
琶
の

名
手
が
今
や
既
に
世
を
去
り
、
そ
の

「傳
頭
」
即
ち
由
緒
正
し
い
傳
統
が
久
し
く
途
絶
え
て
い
た
中
で
、
ゆ
く
り
な
く
も
そ
の
名
調
子

を
善
く
す
る
白
生
の
父
子
に
出
會

っ
た
驚
き
と
喜
び
と
を
述
べ
る
。
詩
全
體
に
お
け

る
導
入
部

で
あ

る
。
『
呉
詩
集
覧
』
(巻
四
上

七

言
古
詩
一
之
上
)
に
お
い
て
斬
榮
藩
は
、

首
段
言
、
明
代
多
工
琵
琶
者
、
後
頗
失
傳
。
而
不
圖
遇
之
也
。

首
段
言
ふ
、
明
代
琵
琶
に
工
な
る
者
多
き
も
、
後

に
頗
る
傳
を
失
す
。
而
る
に
圖
ら
ず
も
之

に
遇
ふ
な
り
。

と
注
し
て
い
る
。

た
ま
た

今
春
偶
歩
城
南
斜

王
家
池
館
弾
琵
琶

情
聴
失
聲
叫
奇
絶

主
人
招
客
同
看
花

爲
問
按
歌
人
姓
白

家
佳
通
州
好
尋
覚

今
春
偶
ま
城
南
の
斜
を
歩
む
に

王
家
の
池
館
に
琵
琶
を
弾
ず

情
と
し
て
聴
き

聲
を
失
し
て
奇
絶
を
叫
ぶ

主
人

客
を
招
き
て
同
に
花
を
看
せ
し
む

爲
に
問

へ
ば
歌
を
按
ず
る
人
は
姓
白
に
し
て

家
は
通
州
に
佳
み

尋
覚
を
好
む
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袴
摺
新
更
回
鴨
装

虹
髪
錯
認
亀
絃
客

偶
因
同
坐
話
先
皇

手
把
檀
槽
涙
数
行

抱
向
人
前
訴
遺
事

其
時
月
黒
花
荘
荘

初
擾
鵬
絃
秋
雨
滴

刀
劔
相
磨
穀
相
撃

驚
沙
彿
面
鼓
沈
沈

碧
然

一
聲
飛
露
露

南
山
石
裂
黄
河
傾

馬
蹄
送
散
車
徒
行

鐵
鳳
銅
盤
柱
擢
場

四
條
絃
上
姻
塵
生

忽
焉
催
藏
若
枯
木

寂
真
空
城
烏
啄
肉

袴
摺

新
た
に
更
ふ

回
鶴
の
装
ひ

糺
髪

錯
り
認
む

亀
絃
の
客

偶
ま
同
坐
の
先
皇
を
話
る
に
因
り
て

手
に
檀
槽
を
把
り
て
涙
す
る
こ
と
数
行

抱
き
て
人
前
に
向
ひ
て
遣
事
を
訴
ふ

其
の
時

月
は
黒
く

花
は
荘
荘
た
り

初
め
鵬
絃
を
擾
け
ば
秋
雨
滴
る

刀
劔
相
磨
し

穀
相
撃

つ

驚
沙

面
を
沸
ひ
て
鼓
沈
沈
た
り

碧
然
た
る

一
聲
.

霞
…露
飛
び

南
山

石
裂
け

黄
河
傾
く

馬
蹄
送
り
散
り

車

徒
ら
に
行
く

鐵
鳳

銅
盤

柱
は
擢
け
場
れ

四
條
の
絃
上
に
姻
塵
生
ず

忽
焉
と
し
て
藏
を
擢
く
こ
と
枯
木
の
若
く

寂
案
た
る
空
城
に
烏

肉
を
啄
む

150



韓
輻
夜
半
轄
喉
唖

鳴
咽
無
聲
貴
人
実

砕
瓢
叢
鈴
断
續
風

泳
泉
凍
整
潟
湶
湶

明
珠
琶
悪
拗
残
壷

御
在
輕
籠
慢
撚
中

斜
抹
輕
挑
中

一
摘

滲
慎
腿
麗
悟
肌
骨

街
枚
鐵
騎
飲
桑
乾

白
草
黄
沙
夜
吹
笛

可
憐
風
雪
満
關
山

鳥
鵡
南
飛
行
路
難

狽
囎
匿
暗
山
鬼
語

嬰
塘
千
尺
響
鳴
灘

韓
韓

夜
半
に
轄
じ
て
喉
亜
た
り

鳴
咽

聲
無
く

貴
人
契
す

埣
け
し
瓢

二
叢
れ
る
鈴

風
に
噺
續
し

泳
れ
る
泉

・
凍
れ
る
整

潟
ぐ
こ
と
湶
湶
た
り

明
珠

・
琶
遜

拡
残
し
壷
く
す
は

御

っ
て
輕
く
籠

へ

慢
く
撚
る
中
に
在
り

斜
め
に
抹
で

輕
く
挑
げ

中
に

一
た
び
摘
め
ぽ

滲
慷
腱
鵬
と
し
て
肌
骨
を
暦
す

枚
を
街
む
鐵
騎

桑
乾
に
飲
み

白
草

黄
沙

夜

笛
を
吹
く

憐
れ
む
べ
し

風
雪

關
山
に
満
ち

烏
鵤
南
に
飛
ぶ
も

行
路
難
き
を

狽
囎
き

麗
暗
き

山
鬼
語
る

盟
塘
千
尺

鳴
灘
に
響
く

こ
の
小
段
は
、
琵
琶
の
弾
き
手
で
あ
る
白
生
の
素
姓
に
つ
い
て
述
べ
、
彼

の
演
奏
す
る
琵
琶

の
名
調
子
を
さ
ま
ざ
ま
の
比
喩
を
用
い

て
描
寫
す
る
。
白
生
は
琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
、
「遺
事
」
部
ち
明
朝
崇
頑
帝
十
七
年
來
の
事
を
述
べ
あ
げ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
言
葉

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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に
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
悲
話
を
つ
づ

っ
た
「開
元
天
寳
遺
事
」
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
次
か
ら
次

へ
と
繰
り
述
べ
ら
れ
る
琵
琶
曲

の
比
喩
表
現
に
つ
い
て
は
、
同

一
の
表
題
を
持

つ
白
居
易
の

「琵
琶
行
」
詩
と
の
激
多
く
の
類
似
點
が
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
は
後
に
章

を
改
め
て
取
上
げ

る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
呉
偉
業
は
、
巧
み
な
比
喩
を
用
い
つ
つ
、
明
朝
覆
滅
、
續
い
て
清
軍
入
憲

の
歴
史
事
實
を

縷

々
述

べ
立
て
た
の
で
あ
る
。
斬
榮
藩
の

『呉
詩
集
覧
』
で
は
、
「初
擾
鵬
絃
秋
雨
滴
」
よ
り

「
四
條
絃
上
姻
塵
生
」
ま

で
の
小
段
落

に
つ
い
て
は
、

此
段
所
弾
者
、
風
塵
四
起
、
其
聲
猛
以
属
。

此
の
段
に
弾
く
所
の
者
は
、
風
塵
四
に
起
り
、
其
の
聲
猛
く
以
て
属
し
。

と
注
し
、
續

い
て

「忽
焉
擢
藏
若
枯
木
」
よ
り

「御
在
輕
籠
慢
撚
中
」
ま
で
の
小
段
落

に
つ
い
て
は
、

此
段
所
弾
者
、
國
破
城
空
、
其
聲
漢
以
寂
。

此
の
段
に
弾
く
所

の
者
は
、
國
破
れ
城
空
し
く
、
其
の
聲
棲

く
以
て
寂
し
。

と
注
し
、
續
い
て

「斜
抹
輕
挑
中

一
摘
」
よ
り

「盟
塘
千
尺
響
鳴
灘
」
ま
で
の
小
段
落

に
つ
い
て
は
、

此
段
所
弾
者
、
北
都
既
破
、
南
京
旋
覆
。
諸
王
遷
播
、
都
無

一
成
、
其
聲
散
以
哀
。

此
の
段
に
弾
く
所
の
者
は
、
北
都
既
に
破
れ
、
南
京
旋
た
覆
る
。
諸
王
遷
播
し
、
都
て

一
の
成
る
無
し
。
其

の
聲
散
じ
て
以
て
哀

し
。

と
注
す
る
。
い
ず
れ
も
白
生
父
子
弾
く
所

の
琵
琶
の
弾
き
語
り
中
に
描
出
さ
れ
た
明
清
政
憂

の
動
襯
の
あ
り
さ
ま
を
蓮
べ
て
お
り
、
哀

切
極
ま
る
琵
琶
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
を
巧
み
に
詩
に
表
現
し
た
も
の
と
よ
て
は

一
詩
中
の
歴
巻
で
あ
る
。

坐
中
有
客
涙
如
霰

先
朝
奮
直
乾
清
殿

坐
中
に
客
有
り

涙

霰
の
如
し

先
朝
曹
乾
清
殿
に
直
す
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穿
宮
近
侍
拝
長
秋

咬
春
燕
九
陪
游
燕

先
皇
駕
幸
玉
煕
宮

鳳
紙
食
名
喚
樂
工

苑
内
水
嬉
金
偲
偏

殿
頭
過
錦
玉
玲
麓

一
自
中
原
盛
射
虎

暖
閣
才
人
撤
歌
舞

挿
柳
停
摺
素
手
箏

焼
燈
罷
撃
花
奴
鼓

近
侍

に
穿
宮
し
て
長
秋
を
拝
せ
ら
れ

咬
春

・
燕
九
に
は
游
燕
に
陪
ふ

先
皇

玉
煕
宮
に
駕
幸
し

鳳
紙
に
愈
名
し
て
樂
工
を
喚
ぶ

苑
内
に
水
嬉

・
金
偲
偏

殿
頭
に
過
錦

・
玉
玲
聴

一
た
び
中
原
に
射
虎
盛
ん
な
る
自
り

暖
閣

の
才
人

歌
舞
す
る
を
撤
む

柳
を
挿
し
て
摺
く
を
停
む

素
手
の
箏

燈
を
焼
し
て
撃

つ
を
罷
む

花
奴

の
鼓

こ
の
小
段
で
は
、
坐
客
中
に
居
合
せ
た
明
朝
の
奮
臣
で
曾
て
乾
清
殿
の
長
秋
監
を
つ
と
め
た
こ
と
の
あ
る
挑
中
常
侍

の
語
り
口
を
通

し
て
、
明
朝
の
榮
華
と
そ
れ
に
續
く
敗
滅
の
あ
り
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
る
。
即
ち
、
崇
顧
帝
は
曾
て
玉
熈
宮
中
に
お
い
て
、
「鳳
紙
」
に
名

を
連
ね
て

「
樂
工
」
を
よ
び
、
「
水
嬉
」
「
過
錦
」
「
金
偲
偏
」
「
玉
玲
聴
」
な
ど
の
風
流

の
遊
び
を
心
ゆ
く
ま
で
樂

し
ん
だ
の
で
あ

っ
た

が
、

一
た
び

「
中
原
」
が
清
軍

の
憲
略
を
受
け
る
や
、
そ
れ
ら
の
歌
舞
管
絃

の
遊
び
は
す

っ
か
り
途
絶
え
、
さ
び
れ
果
て
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
段
は
、
事
攣
の
體
験
者
で
あ
る
先
朝
の
善
臣
の
口
を
通
し
て
、
あ
わ
た
だ
よ
い
明
朝
没
落
の
有
様
が
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
だ
け
に
描
寫
は
リ
ア
ル
で
あ

っ
て
、事
攣
前
後
に
お
け
る
明
朝
の
榮
華
と
没
落
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

d
暦
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
號

我
亦
承
明
侍
至
尊

止
聞
古
樂
奏
雲
門

段
師
倫
落
延
年
死

不
見
君
王
賜
予
恩

一
人
螢
埣
深
宮
裏

賊
騎
西
來
趨
易
水

萬
歳
山
前
聲
鼓
鳴

九
龍
池
畔
悲
筑
起

換
羽
移
宮
縫
断
腸

江
村
花
落
聴
電
裳

亀
年
硬
咽
歌
長
恨

力
士
褄
涼
説
上
皇

前
輩
風
流
最
…堪
羨

明
時
遷
客
猫
嵯
怨

即
今
相
封
苦
南
冠

昇
平
樂
事
難
重
見

我
れ
亦
た
承
明
に
至
奪
に
侍
る
も

聞
く
を
止
む

古
樂
の
雲
門
に
奏
す
る
を

段
師
は
輪
落
し

延
年
は
死
よ

君
王
賜
予
の
恩
に
見
は
ず

一
人
勢
惇
す

深
宮
の
裏

賊
騎

西
よ
り
來
り
て
易
水
を
趨
る

萬
歳
山
前
に
整
鼓
鳴
り

九
龍
池
畔
に
悲
笏
起
る

換
羽

・
移
宮
は
総
て
断
腸

江
村
に
花
落
ち

寛
裳
を
聴
く

亀
年
は
唖
咽
し
て
長
恨
を
歌
ひ

力
士
は
漢
涼
と
し
て
上
皇
を
説
く

前
輩
の
風
流

最
も
羨
む
に
堪
へ
た
り

明
時
の
遷
客

猶
ほ
嵯
怨
せ
り

即
今

相
封
し
て
南
冠
に
苦
し
み

昇
平
の
樂
事

重
び
見
ひ
難
し
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白
生
爾
鑑

一
杯
酒

縣
來
此
伎
推
能
手

岐
王
席
散
少
陵
窮

(
1
)

五
陵
召
客
君
知
否

猫
有
風
塵
濠
倒
人

偶
逢
縣
竹
便
沽
巾

江
湖
滞
地
南
郷
子

鐡
笛
哀
歌
何
虚
尋

白
生

爾
蓋
く
せ

一
杯

の
酒

蘇
か
に
來
り
て
此
の
伎

能
手
に
推
す

岐
王
席
散
じ

少
陵
窮
ま
る

五
陵

の
召
客

君
知
る
や
否
や

猫
り
風
塵
に
漂
倒
す
る
の
人

偶
ま
締
竹
に
逢
ひ

便
ち
巾
を
浩
ら
す
有
り

江
湖
は
滞
地

南
郷
子

鐵
笛

・
哀
歌

何
虚
に
か
尋
ね
ん

白
生
、
挑
公
に
次
い
で
、
こ
の
終
段
で
は
い
よ
い
よ
呉
偉
業
自
身
の
感
慨
を
述
べ
る
。
.」
の
詩
全
體
の
主
題
に
か
か
わ
る
主
要
部
分

で
あ
る
。
「
延
年
」
は
漢
の
武
帝
の
協
律
都
尉
に
任
じ
ら
れ
た
李
延
年

を
指
す
。
「
段
師
」
、
「
(李
)
亀
年
」
は
共

に
唐
の
玄
宗
の
樂
人

で
あ
り
、
琵
琶
を
善
く
弾

い
た

こ
と

で
知
ら
れ
る
。
(高
)
力
士
は
玄
宗
の
當
時
に
絶
大
な
勢
力
を
誇

っ
て
い
た
宣
官
で
あ
る
。
從

っ

て
、
「
歌
長
恨
」
(長
恨
を
歌
ひ
)、
「
説
上
皇
」
(上
皇
を
説
く
)
と
い
う
表
現
は
、
明
末
清
初
の
動
凱
の
體
験
を
唐
の
玄
宗
楊
貴
妃
の
哀
話

に
な
ぞ
ら
え
て
言

っ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に

萬
歳
山
前
整
鼓
鳴

萬
歳
山
前
に
聲
鼓
鳴
り

江
村
花
落
蕪
電
裳

江
村
に
花
落
ち

電
裳
を
聴
く

岐
王
席
散
少
陵
窮

岐
王

席
散
じ

少
陵
窮
ま
る
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中
國
文
學
論
集

第
十
號

と

い
う
表
現
は
、
杜
甫

(號
は
少
陵
)
の
最
晩
年

の
絶
句

「
江
南
逢
李
亀
年
」
(江
南
に
李
亀
年
に
逢
ふ
)
詩
に
言
う

156

 

岐
王
宅
裏
尋
常
見

岐
王
の
宅
裏
に
尋
常
に
見
る

崔
九
堂
前
幾
度
聞

崔
九
の
堂
前
に
幾
度
か
聞
く

正
是
江
南
好
風
景

正
に
是
れ
江
南

の
好
き
風
景

落
花
時
節
又
逢
君

落
花

の
時
節

又
君
に
逢

ふ

を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
し
、
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
に
言
う

漁
陽
聲
鼓
動
地
來

漁
陽
の
聲
鼓

地
を
動
し
て
來
り

驚
破
電
裳
羽
衣
曲

驚
破
す

寛
裳
羽
衣
の
曲

を
連
想
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
、
明
清
の
動
齪
を
描
く
の
に
、
盛
唐
の
安
史
の
齪
を
引
合
い
に
出
し
て
い
る
點
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
す
る

も
の
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

一
人
勢
埣
深
宮
裏

一
人
勢
悼
す

深
宮
の
裏

賊
騎
西
來
趨
易
水

賊
騎

西
よ
り
來
り
て
易
水
を
趨
る

萬
歳
山
前
整
鼓
鳴

萬
歳
山
前
に
聲
鼓
鳴
り

九
龍
池
畔
悲
笏
起

九
龍
池
畔
に
悲
笏
起
る

の
部
分
は
、
清
軍
の
入
京
と
そ
れ
に
伴
な
う
明
朝
の
悲
劇
を
述
べ
る
。
崇
頑
帝
は
清
軍
の
入
憲

に
打
つ
す
べ
も
な
く
、
萬
歳
山
上
に
お



い
て
あ
え
な
く
総
死
し
た
の
で
あ

っ
た
。

我
亦
承
明
侍
至
奪

我
れ
亦
た
承
明
に
至
尊
に
侍
る

一
人
螢
惇
深
宮
裏

一
人
螢
埣
す

深
宮
の
裏

の
部
分
は
、
明
朝
に
お
け
る
呉
偉
業
の
官
僚
と

よ
て

の
履
歴
を
回
想
す
る
。
「承
明
」
は
承
明
盧
。
漢
代
、
侍
從

の
臣

の
宿
泊
所
で
あ

っ
た
。
順
治
三
年
の
こ
の
時
、
呉
偉
業
は
既
に
前
年
に
輻
王
の
下
で
拝
受
し
た
少
窟
事
の
官
を
僻
任
し
て
蹄
郷
よ
、
隠
棲
生
活
を
は
じ

め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、

一
六
三
五

(崇
禎
八
)
年
に
は
北
京
に
お
い
て
實
録
纂
修
官
と

な
り
、
翌
々
年
に
は
東
宮

講
讀
官
を
拝
受
し
て
お
り
、

前
輩
風
流
最
堪
羨

明
時
遷
客
猶
嵯
怨

部
今
相
封
苦
南
冠

昇
平
樂
事
難
重
見

ま
た

一
六
四
〇

(崇
禎
十
三
)
年
に
は
中
允
諭
徳
と
な

っ
て
い
る
。

前
輩

の
風
流

最
も
羨
む
に
堪

へ
た
り

明
時
の
遷
客

猶
ほ
嵯
怨
せ
り

郎
今

相
封
し
て
南
冠
に
苦
し
む

昇
平
の
樂
事

重
び
見
ひ
難
し

の
四
句
は
、
今
や
落
塊
し
て
清
朝
の
天
下
を

「
南
冠
」
部
ち
囚
わ
れ
人
と
し
て
漂
浪
す
る
呉
偉
業
の

「
怨
み
」
を
述
べ
て
お
り
、
明
の

遺
民
と
し
て
の
呉
偉
業
の
意
識
を
濃
厚
に
示
し
た
部
分

で
あ

る
。
「
遷
客
」
と
は
、
白
居
易
の

「
琵
琶
行
」
序

に

「
是
夕
始
畳
有
遷
諦

意
」
(
是
の
夕
始
め
て
遷
諦
の
意
有
る
を
毘
ゆ
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、
「
明
時
」
部
ち
明
朝
の
榮
華
か
ら
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ

ト
さ
れ
た
呉
偉
業
自
身
の
悲
哀
を
あ
ら
わ
し
た
語
で
あ
る
。

以
上
の
あ
ら
ま
し
の
検
討
に
よ

っ
て
、
我
々
は
、
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
は
、
今
や
塵
れ
た
北
調
の
琵
琶

の
名
手
に
偶
然
に
出
會

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
號

っ
た
驚
き
と
喜
び
と
を
述
べ
、
ま
た
、
か
つ
て
の
明
朝
の
奮
臣
で
あ
る
挑
公
の
身
上
話
を
な
い
ま
ぜ

つ
つ
も
、
そ

の
詩
作
の
主
要
意
圖

は
、
實
は
、
明
朝
な
き
あ
と

一
人
天
下
を
さ
ま
よ
う
呉
偉
業
自
身
の

「遷
客
」
と
し
て
の
怨
み
を
吐
露
す
る
こ
と

に
あ

っ
た
こ
と
を
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

158

二

(
2
)

以
上
に
見
て
き
た
呉
偉
業
の

「琵
琶
行
」
に
先
行
す
る
作
品
と
よ
て
、
中
唐
の
詩
人
白
居
易

(七
七
二
i
入
四
六
)
の

「
琵
琶
行
」
が

あ
る
。
元
和
十

(
八
一
五
)
年
、
宰
相
武
元
衡
の
暗
殺
事
件
の
眞
相
究
明
を
訴
え
る
上
書
が
た

た

っ
て
、
四
四
歳

の
白
居
易
は
九
江
郡

の
司
馬
と
い
う
閑
職
に
左
遷
さ
れ
た
。
翌
年
の
秋
、
か
の
地
に
お
い
て
客
を
さ
び
し
く
温
浦

の
ほ
と
り
に
迭

っ
た
際
、
ふ
と
漏
れ
て
き

た
琵
琶
の
名
曲
を
耳
に
す
る
。
や
が
て
、
弾
き
手
で
あ
る
女
の
語
る
華
や
か
な
長
安

の
妓
女
か
ら
今
は
茶
商

の
婦

に
轄
落
し
て
し
ま

っ

た
不
幸
な
境
遇
に
感
動
よ
、
あ
わ
せ
て

「
遷
講
」
さ
れ
た
身
の
上
で
あ
る
自
分
の
境
涯
を
か
え
り
み
て
、
七
言
八
十
八
句
、
六
百

一
十

六
言
の
長
編
古
詩

「琵
琶
行
」
は
生
ま
れ
た
。
こ
の
白
居
易

の

「琵
琶
行
」
詩
の
成
立

に
至

る
背
景
も

ま
た
、
先
に
述
べ
た
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩

の
成
立
に
至
る
背
景
と
酷
似
す

る
も

の
で
あ

り
、
雨
者
は
共
に
、
奮
時
の
榮
華
を
偲
ば
せ
る
琵
琶
の
名
調
子
に
か
り

て
、
社
會
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
現
在

の
自
分

の
悲
哀
を
縷
説
す
る
點
に
お
い
て
共
通
す
る
。
紙
幅

の
關

係
も
あ

っ
て
こ
こ
に

く
だ
く
だ
し
く
再
録
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
後

の
中
國
文
學
を
は
じ
め
、
我
が
國

の
平
安
時
代
文
學

へ
も
甚

だ
大
き
な
影
響
を
與
え
齢

居
易
の
こ
の
長
編

の
古
詩
は
・
そ
の
詩
作
に
至
る
背
景

の
み
な
ら
ず
、
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
措
嚢

現
に

 つ
い
て
も
、
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
と
の
敷
多
く
の
類
似
點
、
あ
る
い
は
共
通
點
を
發
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、



白
居
易
が

「
琵
琶
行
」
の
序
文
の
絡
り
を
、
(
4

)

因
爲
長
句
、
歌
以
贈
之
。
凡
六
百

一
十
二
言
、
命
日
琵
琶
行
。

因
り
て
長
句
を
爲
り
、
歌
ひ
て
以
て
之
に
贈
る
。
凡
そ
六
百

一
十
二
言
、
命
じ
て
琵
琶
行
と
日
ふ
。

と
結
ぶ
の
に
封
よ
、
呉
偉
業
は
、

於
是
作
長
句
、
紀
其
事
。
凡
六
百
;
言
、
傍
命
之
日
琵
琶
行
。

是
に
於
て
長
句
を
作
り
、
其
の
事
を
紀
す
。
凡
そ
六
百
二
言
、
傍
ち
之
に
命
じ
て
琵
琶
行
と
日
ふ
。

と
描
寫
し
て
い
る
こ
と
。
白
居
易

「
琵
琶
行
」
詩

の
序
文
に
、

是
夕
始
畳
有
遷
講
意
。

是
の
夕
始
め
て
遷
調
の
意
有
る
を
畳
ゆ
。

と
述
べ
る
の
に
封
し
、
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩
第
四
句
に
、

爾
人
失
志
遭
遷
調
。

爾
人
志
を
失
ひ
、
遷
調
に
遭
ふ
。

と
述
べ
る
こ
と
。
白
居
易

「琵
琶
行
」
詩
第
九
句
に
、

尋
聲
闇
問
弾
者
誰
。

聲
を
尋
ね
て
闇

に
問
ふ
、
弾
く
者
は
誰
ぞ
。

と
述
べ
る
の
に
封
し
、
呉
偉
業

「琵
琶
行
」
詩

の
序
文
で
、

問
向
誰
弾
。

問
ふ
、
向

に
誰
か
弾
く
。

と
述
べ
る
こ
と
。
白
居
易

「
琵
琶
行
」
詩
第
二
五
句
に
、

嗜
嗜
切
切
錯
雑
弾
。

嗜
嗜
切
切
、
錯
雑
し
て
弾
く
。

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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と
述
べ
る
に
樹
し
、
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩
の
序
文
に
、

叙
述
鰍
離
、
豪
嗜
漢
切
。

齪
離
を
叙
述
し
て
豪
嗜
凄
切
た
り
。

と
述
べ
る
こ
と
。
白
居
易

「
琵
琶
行
」
詩
第
六
句
に
、

別
時
荘
荘
江
浸
月
。

別
る
る
時
荘
荘
と
し
て
江
、
月
を
浸
す
。

と
述
べ
る
に
封
し
、
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩
第
二
六
句
に
、

其
時
月
黒
花
荘
荘
。

其
の
時
月
黒
く
花
は
荘
荘
た
り
。

と
述
べ
る
こ
と
。
白
居
易

「
琵
琶
行
」
詩
第
一
二

句
に
、

輕
瀧
慢
撚
抹
復
挑
。

輕
く
瀧

へ
慢
く
撚
り
、
抹
で
て
復
た
挑
ね
。

と
あ
る
の
に
封
し
、
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩
第
四
三
、
四
四
句
で
は
、

都
在
輕
籠
慢
撚
中
、
斜
抹
輕
挑
中

一
摘
。

都

っ
て
輕
く
艦

へ
健
く
嬬
る
中
に
在
り
・
斜
め
鼻

で
輕
く
撫
ね
、
中
に

一
た
び
響

。

と
あ
る
こ
と
。
白
居
易

「琵
琶
行
」
詩
第
二
六
句
に

大
珠
小
珠
落
玉
盤
。

大
珠
小
珠
、
玉
盤
に
落

つ
。

と
あ
る
の
に
封
し
、
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩
第
四

一
句
に
、

明
珠
琶
麸
拗
残
壷
。

明
珠
琶
琶
、
拗
残
よ
て
壷
き
。

と
あ
る
こ
と
、
白
居
易

「
琵
琶
行
」
詩
第
二
八
句
に
、
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(
5
)

な
や

幽
咽
泉
流
氷
下
難
。

幽
咽
せ
る
泉
流
、
氷
下
に
難
む
。

と
あ
る
の
に
封
し
、
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
詩
第
四
十
句
に
、

氷
泉
凍
整
潟
涼
涼
。

氷
れ
る
泉
、
凍
れ
る
整
、
潟
ぐ
こ
と
涼
涼
た
り
。

(
6

)

と
あ
る
こ
と
、
等
等
で
あ
る
。

今
、
白
居
易

「琵
琶
行
」
と
呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
に
お
け
る
こ
の
表
現
の
類
似
性
を
見
て
も
、
呉
偉
業
は
そ

の

「
琵
琶
行
」
詩

の
製

作
に
お
い
て
、
同
じ
く
琵
琶
の
名
曲
に
籍
り
て
己
の
流
調
の
悲
哀
を
述
べ
た
白
居
易
の
著
名
な

「
琵
琶
行
」
詩
を
、
そ
の
意
識
裡
に
お

い
て
い
た
こ
と
が

一
層
は

っ
き
り
と
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

三

 

し
か
し
な
が
ら
、
白
居
易
と
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
は
、
そ
の
よ
う
な
詩
作
の
動
機
、
構
成
上
の

一
致
や
個
々
の
表
現
上
の
類
似

點
が
多
数
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詩
全
體
と
よ
て
そ
の
中
に
描
き
出
さ
れ
た
世
界
を
相
互
に
比
較
し
て
み
た
場
合
に
は
、
類
似
點
よ

り
も
む
し
ろ
相
違
點
の
方
が
顯
著
に
眼
に
う

つ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

一
例
と
し
て
、
爾
詩

に
共
通
す
る
主
題
に
か

か
わ
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

「
我
」
の
現
れ
方
、
郎
ち
爾
詩
に
お
い
て
自
分
自
身
は
ど
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
か
、
特
に

そ
の

「
遷
講
の
意
」
と
の
關
連
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

白
居
易
詩
の
場
合
、
白
居
易
が
茶
商

の
女
の
琵
琶
の
弾
き
語
り
に
感
動
し

つ
つ
、
「
遷
講
」
さ
れ
た
者
と
よ
て
の
自
分
の
思
い
を
述

べ
る
部
分
は
次

の
箇
所
で
あ
る
。
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我
從
去
年
欝
帝
京

諦
居
臥
病
溝
陽
城

馨
陽
小
庭
無
音
樂

終
歳
不
聞
締
竹
聲

住
近
温
江
地
低
灘

黄
藍
苦
竹
続
宅
生

其
間
旦
暮
聞
何
物

杜
鵤
暗
血
猿
哀
鳴

春
江
花
朝
秋
月
夜

往
往
取
酒
還
猫
傾

豊
無
山
歌
與
村
笛

欧
唖
嘲
断
難
爲
聴

今
夜
聞
君
琵
琶
語

如
聴
仙
樂
耳
暫
明

莫
僻
更
坐
弾

一
曲

爲
君
飜
作
琵
琶
行

我

去
年

帝
京
を
僻
し
て
よ
り

講
居
し
て
病
に
臥
す

溝
陽
城

溝
陽
は
小
虚
に
し
て
音
樂
無
く

絡
歳

締
竹
の
聲
を
聞
か
ず

住
は
温
江
に
近
く
し
て
地
は
低
灘

黄
藍

苦
竹

宅
を
続
り
て
生
ず

其
の
間

旦
暮
に
何
物
を
か
聞
く

杜
鵤
は
血
に
暗
き

猿
は
哀
鳴
す

春
江
の
花
朝

秋
月
の
夜

往
往

酒
を
取
り

還
た
猫
り
傾
く

豊
に
山
歌
と
村
笛
と
無
か
ら
ん
や

欧
唖

・
嘲
噺

聴
く
を
爲
し
難
よ

今
夜

君
が
琵
琶
の
語
を
聞
き
て

仙
樂
を
聴
く
が
如
く

耳
暫
く
明
か
な
り

僻
す
る
こ
と
莫
か
れ

更
に
坐
し
て

一
曲
を
弾
く
を

君
が
爲
に
飜
し
て
琵
琶
行
を
作
ら
ん
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主
観
の
表
出
と
い
う
點
か
ら
す
れ
ぽ
、
詩
は
全
て
何
が
し
か
自
我
の
表
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
押
韻

の
關
係
か

ら
、
特

に
こ
の
部
分
に
限

っ
て
自
傳
的
描
寫
の
濃
い
部
分
で
あ
る
と
認
定
す

る
。
京

・
生

・
鳴

・
明

・
行

は
そ

れ
ぞ

れ
下
平
聲
第
十

二
庚
の
韻
字
、
城

・
聲

・
傾
は
そ
れ
ぞ
れ
下
平
聲
第
十
四
清

の
韻
字
で
あ
り
、

こ
れ
ら

は
同
用
。
(但
、
聴
の
み
は
下
平
聲
十
五
首
に
属
す

る
。)安

史
の
齪
に
よ
る
國
家
の
動
齪
を
経
験
し
、
科
畢
に
よ
る
官
吏
登
用
制
度
が
有
敷
に
且
つ
實
質
的
に
機
能
し
は
じ
め
た
中
唐

に
あ

っ

て
、
全
體
と
し
て
見
れ
ば
そ
の

一
生
を
ほ
ぼ
順
調
に
た
ど

っ
た
白
居
易
の
七
十
五
年
間
の
生
涯
に
お
い
て
、
元
和
十
年

の
宰
相
武
元
衡

の
暗
殺
事
件
に
端
を
發
す
る
江
陵
左
遷
事
件
が
も
た
ら
す
意
義
は
甚
だ
大
き
い
。
か
つ
て
漢
の
司
馬
遷
は

「
太
史

公
自
序
」
に
お
い
て

"
發
憤
著
書
"
の
説
を
披
澄
し
、
唐
の
韓
愈
は

「
迭
孟
東
野
序
」
に
お
い
て

"
不
平
則
鳴
"
の
説
を
唱
え
た
。
さ

ら
に
、
宋

の
欧
陽
修

は

「
梅
聖
禽
詩
集
序
」
に
お
い
て

"
愈
窮
愈
工
"
説
を
開
陳
し
、
近
來
の
魯
迅
は

「
哨
賊
自
序
」
に
お
い
て
、
急
落
し
た
者

の
み
に
見

え
る
濁
自
の
観
野
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
時
代
、
人
共
に
異
な
り
、
ま
た
表
現
も
同

一
で
は
な
い
が
、
そ
の
言

わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
共
に
同
じ

一
點
を
指
向
し
て
い
る
様
に
私
に
は
思
え
る
。
白
居
易
四
四
歳
の
時
に
起
き
た
江
陵
左
遷

の
體
験
も

ま
た
、
白
居
易
に
と

っ
て
は
實
に
大
き
な

"
不
平
"
"
窮
迫
"
の
體
験
で
あ
り
、
"
發
憤
"
の
ひ
き
が
ね
と
な
る
も

の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
同
時
に
彼
を
詩
人
と
し
て
開
眼
さ
せ
る
の
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
り
、
白
居
易
が

「
詩
魔
」
の
概
念
を

(
7

)

發
見
し
、
「詩
人
薄
命
」
の
認
識
を
新
に
し
た
の
も
、
ま
た
こ
の
江
州
の
地
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
し
か
よ
な
が
ら
、
こ
の
左
遷
事
件

は
、
白
居
易
に
と

っ
て
そ
の
よ
う
な
詩
想
開
眼
の
重
要
な
契
機
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
琵
琶
行
」
詩
中

に
現
れ
た
自
己
描
寫

に
限

っ
て
言
え
ば
、
今
日
か
ら
考
え
る
に
、
そ
れ
で
も
ま
だ
か
な
り
の
甘
さ
を
内
包
し
て
い
る
點
を
見
の
が
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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そ
の
甘
さ
と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
白
居
易

の
不
幸
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
彼

一
身
上
に
關
わ
る
不
幸
で
あ

っ
て
、
彼
を
取
巻
く
國
家
機

構
そ
の
も
の
は
十
分
に
安
泰
で
あ
り
、
か
つ
十
分
に
信
頼
し
得
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
楚
の
屈
原
が
嘆
息
し

た
よ
う
に
、
か
り
に
俵
臣
輩
が
明
主

の
明
智
を
蔽

い
遮
る
様
な
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
君
主
そ
の
も
の
は
常

に
賢
明
で
あ
り
、
士

大
夫
の
擦
り
塵
と
な
る
に
十
分
な
確
固
と
し
た
存
在
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
あ

っ
て
、
白
居
易
は
、
要
す
る
に
自
分
の
境
遇
に

つ
い
て
の
み
關
心
を
持
て
ば
よ
か

っ
た
の
で
あ
り
、
中
央
政
界
に
巣
く
う
俵
臣
に
義
憤
を
感
じ
、
上
書
を
し
た
た
め
て
直
訴
す
る
と
い

う
直
接
行
動
に
出
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
國
家
は
つ
ね
に
安
泰
で
あ
り
、
國
家
基
盤
そ
の
も
の
の
滅
亡
、
瓦
壌
と

い
っ
た
こ
と
に
ま
で

思
い
を
馳
せ
る
時
代
情
況
で
は
な
く
、
從

っ
て
白
居
易
に
そ
の
必
要
は
な
か

っ
た
。

こ
れ
に
封
し
て
、
時
代
は
か
な
り
下
る
が
、
明
清
の
鼎
革
時
を
生
き
た
呉
偉
業
は
そ
う
で
は
な
い
。
呉
偉
業

の
場
合
、
そ
の
人
生
上

に
お
け
る
最
大
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
は
國
家

の
覆
滅
で
あ

っ
た
。
自
ら
の
擦

っ
て
立
つ
存
在
基
盤
の
崩
壊
で
あ

っ
た
。
三
六
歳
時

を
頂
點
と
し
て
起
き
た
こ
の
體
験
は
、
そ
の
後

の
彼
の

一
生
を
完
全
に
規
定
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
晩
年
に
や
む
な
く
清
朝
に
出

仕
し
て
節
を
汚
し
た
彼
で
あ
る
が
、
そ
の

一
生
を

「
吾
が

一
生
の
遭
際
は
萬
事
憂
危
に
し
て
、

一
刻
と
よ
て
難
難
を
歴
ざ
る
無
く
、

一

な

た

(
8
)

境
と
し
て
辛
苦
を
嘗
め
ざ
る
無
し
。
實

に
天
下
の
大
苦
人
爲
り
」
と
ふ
り
か
え
り
、
自
分
の
墓
碑
に
は

「
詩
人
呉
梅
村
之
墓
」
と
の
み

刻
す
る
よ
う
に
遺
言
し
て
逝

っ
た
と
い
う
事
實
は
、
彼
の
眼
が
終
生
こ
の
鼎
革
事
件
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
的
に
物
語
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
そ
の
事
柄
の
性
質
上
、

一
朝
に
成
り

一
夕
に
終
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
必
ず
や
、
そ
れ
に
至
る
長

い
前
提
が
あ
る
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
尾
を
引
く
長
い
牧
束
の
時
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
崇
頑
帝
の
自
総
と

い
う
事
件
こ
そ
は
、

そ
の
在
位
十
七
年
目
の
三
月
に
起
き
た
の
で
あ
り
、
故

に
史
家

は
こ

の
年
、

一
六
四
四
年
を
以
て
明
か
ら
清

へ
の
縛
換
點
に
設
定
す
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る
。
私
は
そ
の
こ
と
に
あ
え
て
異
論
を
さ
し
は
さ
む
も

の
で

は
な

い
が
、
國
家
體
制
そ
の
も
の
が
名
實
共
に
清
朝

へ
と
移
行
す
る
に

は
、
か
な
り
多
く
の
時
間
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
に
、
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
が
書
か
れ
た
順
治

三

(
一
六
四
六
)
年
は
、
明
清
の
轄
換
期
の
ま

っ
た
だ
中
に
あ

っ
た
と
言

っ
て
さ
し
つ
か
、兄
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
情
況
下
に
書

か
れ
た

「
琵
琶
行
」
詩

の
中
で
、
呉
偉
業
が
自
ら
を
語

っ
た
自
傳
的
描
寫
の
部
分
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。

我
亦
承
明
侍
至
尊

止
聞
古
樂
奏
雲
門

段
師
倫
落
延
年
死

不
見
君
王
賜
予
恩

一
人
労
.悸
深
宮
裏

賊
騎
西
來
趨
易
水

萬
歳
山
前
聲
鼓
鳴

九
龍
池
絆
悲
茄
起

換
羽
移
宮
総
断
腸

江
村
花
落
聴
電
裳

亀
年
唖
咽
歌
長
恨

力
士
棲
涼
説
上
皇

我
れ
亦
た
承
明
に
至
奪
に
侍
る
も

聞
く
を
止
む

古
樂
の
雲
門
に
奏
す
る
を

段
師
は
論
落
し

延
年
は
死
し

君
王
賜
予
の
恩
に
見
は
ず

一
人
螢
悼
す

深
宮
の
裏

賊
騎

西
よ
り
來
り
て
易
水
を
趨
る

萬
歳
山
前

に
聲
鼓
鳴
り

九
龍
池
眸
に
悲
笏
起
る

換
羽

・
移
宮
は
総
て
断
腸

江
村
に
花
落
ち

電
裳
を
聴
く

鶉
年
は
唖
咽
し
て
長
恨
を
歌
ひ

力
士
は
凄
涼
と
し
て
上
皇
を
説
く

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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前
輩
風
流
最
堪
羨

明
時
遷
客
猫
嵯
怨

部
今
相
封
苦
南
冠

昇
平
樂
事
難
重
見

前
輩

の
風
流

最
も
羨
む
に
堪

へ
た
り

明
時
の
遷
客

猫
ほ
嵯
怨
せ
り

印
今

相
樹
し
て
南
冠
に
苦
し
む

昇
平

の
樂
事

重
び
見
ひ
難
し

166

こ
の
部
分
十
六
句
は
、
韻

の
關
係
か
ら
言

っ
て
四
句
ず
つ
の
四
小
段
に
分
か
れ
る
。
奪

・
門
は
上
平
聲
第
二
三
魂
、
恩
は
上
平
聲
第

二
四
痕

の
韻
字
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
用
。
裏

・
起

は
上
聲
第
六
止
、
水
は
上
聲
第
五
旨
の
韻
字
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
用
。
腸

・
裳

は
下
平
聲
第
十
陽
、
皇
は
下
平
聲
第
十

一
唐
の
韻
字
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
用
。
さ
ら
に
、
見
は
去
聲
第
三
二
霰
、
羨
は
去
聲
第
三
三

線
の
韻
字
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
用
で
あ
る
が
、
怨
は
去
聲
第
二
五
願
に
屡
し
、
韻
を
ふ
み
は
ず
す
。
こ
れ
を
見

る
と
、
「
琵
琶
行
」

詩

に
描
か
れ
た
呉
偉
業
の
悲
哀
は
、
白
居
易
の
様
に
輩
に

一
個
人
の
流
請
の
み
を
う
た
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
包
含
し
つ
つ
、

國
家

の
滅
亡
の
中
に
翻
弄
さ
れ
る

一
個
人
の
悲
哀
を
描
寫
す
る
性
質
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が

一
層
は

っ
き
り
と

よ
て
く

る
。
「賊
騎

西
來
趨
易
水

萬
歳
山
前
聲
鼓
鳴
」
と
は
浦
州
軍
の
侵
憲
を
描
寫
し
た
も
の
で
あ

る

し
、
「
即
今
相
封
苦
南
冠
」
と
は
、
そ
の
屈
辱

の

中
で

「南
冠
」
部
ち
虜
囚
と
し
て
の
怨
み
に
甘
ん
じ
て
生
き
る
呉
偉
業

の

「苦
し
み
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既

に
述
ぺ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く

「
琵
琶
行
」
と
題
す
る
白
居
易
と
呉
偉
業
の
長
編
古
詩

で
あ
る
が
、
雨
者
が
生
き
た
時
代
情
況
の
差
を
配
慮

(
9

)

 す
れ
ぽ
、
輕

々
に

一
方
の
優
劣
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
詩
が
詠
ま
れ
た
當
時
の
詩
人
の
心
の
働
き
を
思
う
な
ら
ば
、

一
方
が
優

れ
て

一
方
は
そ
う
で
な
い
と
い
う
よ
う
な
安
易
な
評
償
そ
の
も
の
が
、
實
は
何
の
意
味
も
持
た
な
く
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
う
し
た
點
を
顧
慮
し
つ
つ
も
、
呉
偉
業

の

「
琵
琶
行
」
に
つ
い
て
、
白
居
易
の

「
琵
琶
行
」
「と
封
照
よ
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
あ
げ
る



な
ら
ば
、
次
の

一
點
は
顯
著
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
郎
ち
、
呉
偉
業

の
詩
に
は
、
白
居
易
と
は
違
い
、
國
家

の
滅
亡
が
う
た
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
實
は
ひ
と
り

「
琵
琶
行
」
詩
に
つ
い
て
の
み
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
明
清
の
攣
革
期
に
生
き
た
詩
人
が
、
そ
の
自
ら

見
聞
し
た
事
實
を
詩
中
に
詠
み
込
ん
だ
時
、
そ
の
詩
に
は
必
然
的
に
明
清
の
鼎
革
に
お
け
る
歴
史
事
實
が
同
時
に
詠
み
込
ま
れ
た
の
で

あ

っ
た
。
呉
偉
業
の
他
の
詩
篇
に
も
、
到
る
と
こ
ろ
に
こ
の
種

の
社
會
事
實
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
社
會
詩
と
し
て
有
名
な

「避
齪
」

「
笑
志
衛
」
「
迭
何
省
齋
」
「砦
清
湖
」
「
氷
和
宮
詞
」
「
稚
陽
行
」
「
薫
史
青
門
曲
」
「
雁
門
尚
書
行
」
「松
山
哀
」
「臨

潅
老
妓
行
」
「圓
圓

曲
」
等
々
の
詩
篇
は
、
い
ず
れ
も
そ

の
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
昊
偉
業

の
詩
を
し
て
、
か
つ
て
安
史

の
齪
を
體
験
し
た
杜
甫

(
10
)

の
詩
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
「詩
史
」
と
評
す
る
論
者
が
出
現
す
る
所
以
で
も
あ

っ
た
。

四

呉
偉
業
詩
は
、
こ
れ
ま
で
よ
ば
し
ば
白
居
易
詩
と
關
連
づ
け
て
論
じ
ら

れ
て
來

た
。
例
え
ば
、
清
の
査
爲
仁

は
そ
の
著

『
蓮
披
詩

話
』
の
中
で
、

梅
村
最
工
歌
行
。
若
永
和
宮
詞

・
薫
史
青
門
曲

・
圓
圓
曲
等
篇
、
皆
可
方
駕
元
白
。

梅
村
は
最
も
歌
行
に
工
な
り
。
永
和
宮
詞

・
薫
史
青
門
曲

・
圓
圓
曲
等
の
篇

の
若
き
、
皆
元
白
に
方
駕
す
べ
し
。

と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
査
爲
仁
に
は
、
呉
偉
業
の
歌
行
體

の
詩
を
元
積
、
白
居
易

の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も

の
だ
と
詳
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
呉
偉
業
詩
の
注
釋
書
で
あ
る

『呉
詩
集
覧
』
(巻

一
上

五
言
古
詩

一
之
上
)
の
中
で
、
著
者
の
斬
榮
藩
が
、

呉
偉
業

「
琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「
琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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梅
村
以
七
古
五
七
律
檀
場
。
然
七
古
佳
篇
可
参
長
慶

一
席
。

梅
村
は
七
古
、
五
七
律
を
以
て
檀
場
す
。
然
し
て
七
古

の
佳
篇
は
長
慶

の

一
席
に
参
ず
べ
し
。

と
述
べ
る
の
も
同
様
の
評
償

で
あ
る
。
『
呉
詩
集
覧
』
(巻
四
上

七
言
古
詩
一
之
上
)
に
は
、
又
、
張
如
哉
の
説
を
引
き
、

永
和
宮
詞

・
琵
琶
行

・
女
道
士
弾
琴
歌

・
臨
潅
老
妓
行

・
王
郎
曲

・
圓
圓
曲
、
錐
有
與
元
白
名
篇
酷
似
塵
、
然
非
專
彷
元
白
者

也
。

永
和
宮
詞

・
琵
琶
行

・
女
道
士
弾
琴
歌

・
臨
潅
老
妓
行

・
王
郎
曲

・
圓
圓
曲
は
、
元
白

の
名
篇
と
酷
似
す
る
威
有
り
と
難
も
、
然

れ
ど
も
專
ら
元
白
を
彷
る
者
に
非
ざ
る
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
琵
琶
行
」
を
も
含
め
た
呉
偉
業
詩
の
名
篇
に

つ
い

て
、
元
白
詩
と
酷
似
す
る
點

を
確
認
よ
つ
つ
も
、

さ
ら
に
呉
偉
業
詩
自
身
の
持

つ
猫
創
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。

今

こ
れ
ら
の
中
で
、
呉
偉
業
詩
と
白
居
易
詩
と
の
連
關
を
七
言
絶
句
體
を
用
い
て
巧
み
に
言
い
表

し
た
も
の
が
、
か
の
清
代
に
お
け

る
性
霊
派

の
首
領
と
な

っ
た
衰
枚

(
一
七
一
六
ー

一
七
九
七
)
の
撰
よ
た

「
元
遺
山
の
論
詩
に
倣
ふ
」
詩
で
あ
る
。
全
て
三
十
八
首
あ
る

う
ち
の
第
二
首
は
次
の
よ
う
に
呉
偉
業
に
つ
い
て
論
じ
る
。

生
逢
天
寳
齪
離
年

生
れ
て
天
費
齪
離
の
年
に
逢
ひ

妙
詠
香
山
長
慶
篇

香
山
長
慶
の
篇
を
妙
詠
す

就
使
呉
兜
心
木
石

就

ひ
呉
児
を
し
て
心
木
石
の
ご
と
く
な
ら
使
む
る
と
も

也
鷹

一
讀

一
纏
綿

也
た
鷹
に

一
讀

一
纏
綿
た
る
べ
よ

i68



『
小
倉
山
房
詩
集
』
巻
二
七
に
お
さ
め
ら
れ
る
こ
の
詩
は
、
唐

の
杜
甫
の

「戯
れ
に
六
絶
句
を
爲
る
」
詩
や
金

の
元
好
問
の

「
論
詩

三
十
首
」
、
更
に
は
同
時
代
の
王
士
旗
の

「戯

れ

に
元
遺
山
の
論
詩
絶
句
に
倣
ふ
三
十
二
首
」
の
意
を
汲
む
衰
枚
が
、
自
分
の
知
悉
す

る
清
代
の
詩
人
に
つ
い
て
、
三
十
八
首
の
絶
句
で
以
て
論
評
を
試
み
よ
う
と
し
た
當
代
の
詩
人
論
で
あ
る
。
臭
偉
業
を
詐
し
た
こ
の
詩

は
、
第

一
首
の
王
新
城

(士
旗
)
に
次
い
で
第
二
首
に
あ
げ
ら

れ

て
お
り
、
衰
枚
の
呉
偉
業
に
封
す
る
關
心
の
深
さ
が
讀
み
と
れ
る
コ

こ
の
よ
う
な
論
詩
絶
句
體
の
持

つ
文
學
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
他
に
十
分
な
専
論
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
衰
枚
の
こ
の
呉
偉

業
評
の
特
徴
は
、
呉
偉
業
を

「
天
寳
餓
離
の
年
」
に
生
ま
れ
合
わ
せ
て
、
「香
山
長
慶

の
篇
を
妙
詠
し
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
少
し
く
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
白
居
易
は
中
唐
の
詩
人
で
あ
り
、
そ

の
生
没
年
は
大
歴
七

(七
七
二
)
1
會
昌
六

(
八
四
六
)
で
あ
る
。
從

っ
て
天
寳
年
間

(
七
四
ニ
ー
七
五
五
)
に
生
ま
れ
合
わ
せ
て
い
る
わ

け

で
は
な

い
。
「
天

寳
昆
離

の
年
」
と
言
え
ば
、
直
接
に
は
天
費
十
四
載

(七
五
五
)、
安
緑
山
の
叛
齪
と
そ
れ
に
件
な
う
唐
王
朝
の
動
齪
を
指
す
。
時
は
盛

唐
の

一
時
で
あ
り
、
當
時
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
た
の
は
白
居
易
で
は
な
く
、
李
白
や
杜
甫
を
含
む
盛
唐
の
詩
人
達
で
あ

っ
た
。
(
も

っ

と
も
・
李
杜
詩
が
高
く
評
債
さ
れ
る
の
は
後
世
の

こ
と

に
厨
す
る
。
)
從

っ
て
衰
枚
の
こ
の
詩
は
、
安
禄
山
の
概

に
喩
え
て
、
呉
偉
業

三
六
歳
時
の

一
大
事
件
で
あ
る
明
朝

の
覆
滅
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
呉
偉
業
は
、
た
と
、兄
ば
杜
甫
が
安
掃
山

の
齪
に
遭
遇
し
て
珠
玉
の
名
篇
を
も
の
し
た
よ
う
に
、
明
清
の
大
動
箴
時
に
生
ま
れ
合
わ
せ
、
し
か
も
な
お
、
白
居
易
の
如
キ
名
篇
を

よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
が
こ
の
詩
に
現
れ
た
衰
枚
の
呉
偉
業
評
の
覗
點
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
呉
偉
業
の
詩
を
理
解
す
る

の
に
、
「
天
寳
気
離
の
年
」
(安
緑
山
の
乱
の
年
)
と
白
居
易
の
詩
篇
と
を
組
合
せ
て
論
じ
て
い
る
點
で
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
呉
偉
業
詩
を
白
居
易
詩
と
の
連
關
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
論
者
の
中
で
、

一
六
四
四
年
甲
申
の
攣
の
前
後
に

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「
琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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お
け
る
呉
偉
業
の
詩
風
の
質
的
な
攣
化
を
す
る
ど
く
指
摘
す
る
も
の
は
、
『
四
庫
提
要
』
集
部
別
集
類
二
十
六
に
お
け
る
紀
陶

(
一
七
二

四
i

一
八
〇
五
)
の
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

其
少
作
、
大
抵
才
華
鑑
發
、
吐
納
風
流
、
有
藻
思
綺
合
、
清
麗
芋
眠
之
致
。
及
乎
灌
逢
喪
鼠
、
閲
歴
興
亡
、
激
楚
蒼
涼
、
風
骨
彌

爲
遭
上
。
暮
年
薫
琶
、
論
者
以
庚
信
方
之
。
其
中
歌
行

一
體
、
尤
所
檀
長
。
格
律
本
乎
四
傑
、
而
情
韻
爲
深
。
叙
述
類
乎
香
山
、

而
風
華
爲
勝
。

其
の
少
き
と

き

の
作

は
、
大
抵
才
華
鑑
發

し
、
風
流
を
吐
納
し
て
、
藻
思
綺
合
し
、
清
華
芋
眠
す
る
の

致

有
り
。
喪
観
に
這

逢
し
、
興
亡
を
閲
歴
す
る
に
及
び
て
は
、
激
楚
蒼
涼
と
し
て
、
風
骨
彌
よ
逡
上
と
爲
る
。
暮
年
の
薫
念
、
論
者
は
庚
信
を
以
て
之

に
方
ぶ
。
其
の
中
、
歌
行

の

一
體
は
尤
も
撞
長
す
る
所
な
り
。
格
律
は
四
傑
に
本
づ
き
、
而
し
て
情
韻
深
し
と
爲
す
。
叙
述
は
香

山
に
類
し
、
而
し
て
風
華
勝
れ
り
と
爲
す
。

こ
こ
で
紀
陶
は
、
膏
の
陸
機

の

「文
賦
」
に
言
う

「
或
は
藻
思
綺
合
し
、
清
麗
芋
眠
た
り
」
と
い
う
華
麗
な
文
學
評
語
を
踏
襲
し
な

が
ら
、
「其

の
少
き
と
き
」
、
部
ち
明
代
に
作
ら
れ
た
呉
偉
業
の
詩
文
に
つ
い
て
、

大
抵
才
華
鑑
發
、
吐
納
風
流
、
有
藻
思
綺
合
、
清
麗
芋
眠
之
致
。

お
お
む
ね
才
智
が
き
ら
め
き
、
風
雅
を
述
べ
、
文
章
の
構
想
が
あ
や
絹
の
よ
う
に
美
し
く
織
り
な
し
、
清
ち

か
で
麗
わ
よ
く
か
が

や
い
て
い
る
お
も
む
き
が
あ
る
。

と
評
債

し
て
い
る
。
次

い
で

「
喪
齪
に
遭
逢
し
、
興
亡
を
閲
歴
す
」
、
即
ち
明
清
鼎
革
の
大
動
観
を
體
験
し
た
後

の
呉
偉
業
の
詩
文
に

つ
い
て
は
、
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激
楚
蒼
涼
、
風
骨
彌
爲
逡
上
。

澄
ん
だ
悲
し
い
聲
が
さ
び
し
く
響
き
、
文
章

の
風
格
が
ま
す
ま
す
雄
勤
に
な

っ
た
。

と
述
べ
て
い
る
。
紀
陶
が
こ
こ
で
、
呉
偉
業
の
特

に
歌
行
體
の
詩
篇

に
つ
い
て
、

一
鷹
は
白
居
易
に
類
す
る
も
の
だ
と
し
て
は
い
る
も

の
の
、

「風
華
」
即
ち
風
采
と
才
華
が
白
居
易
よ
り
も
勝

っ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
ま
さ
し
く
呉
偉
業
に
お
け
る
國
家
覆
滅

の
體
験
が

必
然
的
に
結
果
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
紀
陶
の

『
四
庫
提
要
』
に
お
け
る
記
述
は
、
明
清

の
鼎
革
事
件
が
呉
偉
業
の
詩
の
質
を

も
攣
化
さ
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
鋭
く
指
摘
し
て
お
り
、
私
が
今
ま
で

「琵
琶
行
」
詩
に
つ
い
て
見
て
き
た
論
述

か
ら
す
る
な
ら
ば
、

「琵
琶
行
」
詩
に
お
け
る
白
居
易
と
呉
偉
業

の
詩
の
世
界
の
本
質
的
な
差
違
を
見
事
に
別
挟

よ
た
至
言

で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。

五

以
上
の
考
察
に
よ

っ
て
、
私
は
、
呉
偉
業
の

「琵
琶
行
」
詩
が
、
白
居
易
の

「
琵
琶
行
」
詩
と
同
じ
表
題
は
持

つ
も
の
の
、
そ
の
生

き
た
時
代
の
特
殊
性
を
反
映

し
て
、
己
が
直
接
経
験
し
た
明
清
の
動
齪
に
件
な
う
社
會
事
象
を
詩
中
に
詠
み
込
む
點

に
お
い
て
甚
だ
特

徴
的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

は
、
ひ
と
り

「
琵
琶
行
」
の
み
な

ら
ず
、
呉
偉
業
の
そ

の
他
の
詩
篇
に
も
共

通
す
る
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
最
後

に
、
呉
偉
業
詩

の
持

つ
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
當
時
の
文
學
思
想
上
に
お

い
て
考
え
て
み
た
場

合
、
ど

の
よ
う
な
意
義
と
役
割
と
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

沈
徳
漕

(
一
六
七
三
ー
一
七
六
九
)
は
、
『
清
詩
別
裁
集
』
巻

一
の
中
で
呉
偉
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「
琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)
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梅
村
七
言
古
、
專
倣
元
白
、
世
傳
諦
之
。
然
時
有
緻
句
、
累
句
。

梅
村
の
七
言
古
は
、
專
ら
元
白

に
倣
ひ
、
世
に
之
を
傳
諦
す
。
然
る
に
時
に
徽
句
、
累
句
有
り
。

「徽
句
」
と
は
若
く
て
未
熟
な
詩
句
を
い
い
、
「累
句
」
と
は
故
事
に
と
ら
わ
れ
て
伸
び
や
か
で
な
い
詩
句
を
指
す
。沈
徳
漕
の
こ
の
詳

語
は
、
呉
偉
業
の
特
に
七
言
古
詩
が
も

っ
ぱ
ら
元
積
、
白
居
易
に
倣

っ
て
作
ら
れ
、
高
い
世
評
を
受
け
て
は
い
る
も
の
の
、
時
た
ま
そ

の
中
に
緻
句
や
累
句
が
混
入
さ
れ
る
訣
點
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
本
論
に
取
上
げ
た

「
琵
琶
行
」
は
、
沈
徳
漕
が
こ
こ
に
指

摘
す
る
七
言
古
詩
で
あ
り
、
沈
徳
漕
の
こ
の
訣
點

の
指
摘
は
、
と
り
も
な
お
ず
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
當
て

は
ま
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
民
國

の
王
國
維

(
一
八
七
七
ー

一
九
二
七
)
は
、
そ
の
著

『
人
間
詞
話
』
の
中
で
、
呉
偉
業
の
歌
行
體
詩

に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
論
評
を
加
え
て
い
る
。

以
長
恨
歌
之
肚
釆
、
而
所
隷
之
事
、
只

「
小
玉
讐
成
」
四
字
、
才
有
餘
也
。
梅
村
歌
行
、
則
非
隷
事
不
辮
。
白
呉
優
劣
、
部
干
此

見
。

長
恨
歌
の
肚
釆
を
以
て
し
て
、
隷
す
る
所
の
事
は
只
だ

「
小
玉
讐
成
」
の
四
字
の
み
、
才

に
餘
り
有
る
な
り
。
梅
村
の
歌
行
は
、

則
ち
隷
事
に
非
ざ
れ
ば
辮
せ
ず
。
白

・
呉

の
優
劣
は
、
部
ち
此
に
干
て
見
る
。

王
國
維
の
こ
の
評
語
は
、
直
接
に
は
白
居
易
の

「
長
恨
歌
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
呉
偉
業
の
歌
行
體
詩
に
樹
よ
て
發
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
論
旨
の
上
か
ら
は
、
白
居
易
の

「
琵
琶
行
」
詩
と
呉
偉
業
の

「
琵
琶
行
」
詩
と
の
比
較
評
債
に
置
き
か
え
て
も
何
ら
不
都
合
な
こ

と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
王
國
維
が
こ
こ
で
呉
偉
業
詩
の
短
所
と
し
て
あ
げ
て
い
る

「隷
事
」
と
は
、
詩

中
に
故
事
を
や
た
ら
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並
べ
た
て
る
こ
と
で
あ
り
、
沈
徳
潜
の
い
う

「
累
句
」
と
同
義
語
で
あ
る
。
更
に
、
『
呉
詩
集
覧
』
(巻
六

上
雁
門
尚
書
行
)
で
は
、
次

の
よ
う
に
陸
次
雲
の
説
を
引
用
し
て
、
呉
偉
業
詩
の
持

つ

「
使
事
に
隠
れ
る
」
欠
點
を
指
摘
し
て
い
る
。

梅
村
先
生
、
長
歌
甚
多
、
率
皆
琵
琶
長
恨
之
遺
。
然
用
意
毎
隠
干
使
事
、
亦
是
詩
家

一
病
。

梅
村
先
生
は
長
歌
甚
だ
多
く
、
率
ね
皆
琵
琶
長
恨

の
遺
な
り
。
然
る
に
用
意
毎
に
使
事
に
隠
る
る
は
、
亦
た
是
れ
詩
家

の

一
病
な

り
o

今
こ
こ
に
、
沈
徳
潜
が

「
嬢
句
」
「累
句
」
と
い
い
、
王
國
維
が

「隷
事
」
と
い
う
評
語
で
も

っ
て
呉
偉
業
詩

の
短
所
を
指
摘
よ
、

あ
る
い
は
陸
次
雲
が

「
使
事
に
隠
る
」
と
指
摘
す
る
こ
と
を
、
當
時
の
文
壇
の
風
潮
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
る
と
き
、
あ
る
興
味
あ

る
事
實
に
氣
が

つ
く
。
そ
れ
は
、
端
的
に
言
え
ぽ
、
こ
れ
ら
の
評
語
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
明
清
の
文
壇
に
根
強
い
存
在
と
し
て
あ

っ
た
所
謂
古
文
僻
派
の
詩
文
に
樹
し
て
浴
び
せ
ら
れ
た
財
僻
と
同
種

の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
11
)

呉
偉
業
と
古
文
群
派
と
の
結
び
つ
き
は
、
早
く
、
そ
し
て
根
が
深

い
。
例
え
ぽ
、
顧
潴

の

「呉
梅
村
先
生
行
状
」

に
は
、

西
銘
張
公
薄
、
見
而
嘆
日
、
文
章
正
印
、
其
在
子
　
。
因
留
受
業
、
相
率
爲
通
輕
博
古
之
學
。

西
銘
張
公
博
、
見
て
嘆
じ

て
曰
く
、
文
章
の
正
印

は
其

れ
子
に
在
り
と
。
因
り
て
留
め
て
業
を
受
け
、
相
率
ゐ
て
通
経
博
古
の

學
を
爲
す
。

と
あ
り
、
古
文
僻
派
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
文
學
結
社
復
社
の
領
袖
で
あ

っ
た
張
薄

二

六
0
ニ
ー

一
六
四
一
)
が
、
若
き
日
の
臭
偉

業

の
詩
文
を
見
て
、
「文
章
の
正
統
は
君
に
こ
そ
傳
わ

っ
て

い
る
」
と
驚
嘆
し
、
門
弟
と
し
て

「受
業
」
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
顧
師
賦

『梅
村
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
時
天
啓
二

(
一
六
二
二
)
年
、
呉
偉
業
は
ま
だ
十
四
歳
の
弱
年

で
あ

っ
た
。
こ
こ

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「
琵
琶
行
」
の
受
容

(
竹
村
則
行
)
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に
言
う

「
通
経
博
古

の
學
」
と
は
、
印
ち
古
文
僻
派
の
學
問
を
謂
う
。
こ
の
張
薄
と
の
邉
遁
を
契
機
に
よ
て
、
そ

の
後
の
呉
偉
業
が
復

社
を
推
進
す
る
有
力

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
實
で
あ
る
。

・
古
文
僻
派
は
明
清
文
壇
の
底
流
と
し
て
根
強
く
存
在
し
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
の
流
派
を
な
す
の
で
、
簡
略
に
論
じ

る
こ
と
は
實
は
容
易

で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
當
時
の
古
文
僻
派
の
實
態
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
る
餘
裕
も
な
く
、
そ
の
必
要
も
な
い
が

、
こ
の
方
面
に
關
す

る
先
學
の
業
績
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
主
張
を
要
約
す
る
と
す
れ
ば
、

つ
ま
る
と

こ
ろ
、
「文
必
秦
漢
、
詩
必
盛
唐
」
(
文
は
必
ず
秦

漢
、
詩
は
必
ず
盛
唐
)
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
功
罪
と
も
ど
も
集
約
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
功
績
は
則
ち
士
大
夫
の
擦
る
べ
き
詩

文
の
テ
キ
ス
ト
を
秦
漢
の
文
、
盛
唐
の
詩
に
限
定
し
て
學
び
や
す
く
よ
た
こ
と
で
あ
り
、
汗
牛
充
棟
た
だ
な
ら
ぬ
旙
大
な
量
の
必
讀
書

に
悩
ま
さ
れ
る
後
世
の
士
大
夫
に
と

っ
て
、
こ
れ
は
何
よ
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
罪
過
は
則
ち
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
裏

目
に
表
れ
て
、
秦
漢
の
文
、
盛
唐
の
詩
を
讀
み
さ
え
す
れ
ば
、
萬
事
そ
れ
で
事
足
れ

り
と

す

る
悪
し
き
形
式
主

義
の
風
潮
が
蔓
延
し

た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
盛
唐
の
杜
甫
な
ら
杜
甫
の
詩
句
を
任
意
に
ひ
き
ち
ぎ
り
、
軍
に
機
械
的
に
組
合
せ
た
だ
け

の
所
謂
集
杜
詩

や
、
そ
の
他

の
集
句
詩
の
例
を
、

こ
の
時
期
の
文
献
に
我
々
は
特
に
敷
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
杜
甫
の
詩
は
お

お
む
ね
知
的
で
衝
學
的
な
文
字
の
遊
び
に
堕
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
詩
精
紳
は
等
閑
に
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
衰
中
郎

(
一
五
六
八
ー
一
六
一
0
)
の

「
性
霊
」
の
主
張
も
、
實

に
こ
の
よ
う
な
當
時
の
文
壇
の
形
式
主
義
の
風
潮
に
樹
す

る

一
つ
の
強
烈
な
精
神
面
か
ら
の
見
直
し
運
動
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
よ
て
、
明
末
に
生
を
受
け
、
復
社
の
領
袖
張
薄
に
師
事
し
た
若
年
の
呉
偉
業
も
、
こ
の
古
文
僻
派
の
範
疇
内

に
あ

っ
た
こ
と
は
歴

然
と
し
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
沈
徳
潜
や
王
國
維
、
あ

る
い
は
陸
次
雲

の

「
轍
句
」
「累
句
」
「隷
事
」
「使
事
」
等
の
指
摘
は
、
い
み
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じ
く
も
呉
偉
業
詩

の
持
つ
古
文
僻
派
的
欠
陥
の
側
面
を
た
く
み
に
つ
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

よ
か
し
な
が
ら
、
呉

偉
業
は
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
範
疇
内
に
安
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
貴
重
な
経
験
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
残
酷
な
體
験

で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
三
六
歳
時
を
頂
點
に
し
て
起
き
た
明
清
鼎
革
の
體
験
は
、
呉
偉
業
に
と

っ
て
、
そ
の
詩
風

の
攣
化
に
つ
い
て
見

て
も
・
實
に
大
き
な
轄
換
點
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
に
あ
げ
た

『
四
庫
提
要
』
に
お
け
る
紀
駒
の
呉
偉
業
評
に
も
う

一
度

も
ど
る
こ
と
に
す
る
。
紀
陶
は
、
明
代
に
驕
す
る
呉
偉
業
の
詩
文
に
つ
い
て
、

才
華
鑑
發
、
吐
納
風
流
、
有
藻
思
綺
合
、
清
華
芋
眠
之
致
。

才
華
鑑
發
し
、
風
流
を
吐
納
し
て
、
藻
思
綺
合
し
、
清
華
芋
眠
す
る
の

致

有
り
。

と
い
う
華
麗
な
評
語
を
加
え
て
い
る
の
に
較
べ
、
そ
の
清
朝
以
後

に
屡
す
る
詩
文
に
つ
い
て
は
、

激
楚
蒼
涼
、
風
骨
彌
爲
逡
上
。

激
楚
蒼
涼
と
よ
て
、
風
骨
彌
よ
逡
上
と
爲
る
。

と
評
よ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

一
體
何
を
意
味
よ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
風
骨
」
と
は

"
風
格
"

と
も
譯
さ
る
べ
き
氣
骨
あ
る
詩
精
神
の
方
面
に
つ
い
て
述
べ
た
評
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
論
述

に
よ

っ
て
、
紀
胸
の

こ
の
呉
偉
業
評
を
改
め
て
讀
み
直
す
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
呉
偉
業
が
明
清
の
大
動
齪
を
か
い
く
ぐ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
明
代
古
文
僻
の

持

つ
弊
害
の
側
面
を
か
ろ
う
じ
て
克
服
し
、
か
つ
凌
駕
し
得
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
讀
み
と
れ

る
の
で
あ
る
。

註

(
1
)

「
五
陵
召
客
」
は
、
呉
翌
鳳

『呉
梅
村
詩
集
箋
注
』
で
は

「
五

呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「
琵
琶
行
」
の
受
容

候
賓
客

」

に
改

め
、
「本
集

は
五
陵

召
客

に
作

る
。
疑

う

ら

く

は
非
な
ら

ん
」
と
注

し
て

い
る
が
、
恐
ら
く
誤

り
で
あ

ろ
う

。

(
竹
村
則
行
)
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中
國
文
學
論
集

第
十
號

後

に
詳

し
く
論

じ
る
様

に
、
呉
偉

業

「
琵
琶
行
」

の
本

歌
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
白
居

易

「
琵
琶
行
」

に

「
五
陵
年

少
争

纏
頭

」
と

い
う
表
現
が
見
え
、
ま
た

『
梅
村
家
藏
藁

』
で
は

「
五
陵

召
客
君
知
否

」
と
な

っ
て

い
る

か
ら

で
あ
る
。

(
2
)

「
琵
琶
行
」
は
四
部

叢
刊

本

そ

の
他

で

は

「
琵
琶
引

」
に
作

る
。
既

に
説

か
れ
て
い
る
様

に

「
行

」
は
第

八
十
二
句
末
字

の

韻
字

で
も
あ

り
、
「
琵
琶
行

」
と

す

る

の
が

よ
り
正
し

い
と
思

わ
れ
る
。

(
3
)
白
居
易
詩
文

の
日
本
文

學

に
與
え
た
影
響

に
つ
い
て
は
次

の
諸

書
を
参
照
。

水
野
平
次
『白
樂

天
と
日
本
文

學
』
(
目
黒
書
店

昭
和
五
年

)
。

金
子
彦

二
郎

『
平
安
時
代
文
學
と
白

氏

文

集
』
(
全
三
珊

藝

林
舎

昭
和
五

二
年
覆
刻
)
。

近
藤
春
雄

『
長

恨

歌

・
琵
琶
行

の
研

究
』
(
明
治
書

院

昭
和

五
六
年
)
。

(
4
)
六
百

一
十
二
言

は
六
百

一
十

六
言

の
誤
り
。

(
5
)
難

は
四
部
叢
刊
本

・
馬
元
調
本

・
江
立
名
本

・
全
唐
詩
本
は
灘

に
作

る
。
氷

は
四
部
叢
刹

本

を

の
ぞ

い

て
他

は
水

に
作

る
。

今
、
段
玉
裁

『
経
韻
櫻
集
』
巻
八

「
與
玩
芸
台
書

」
に
論

じ
て

「
氷
下
難

」
を
是
と
す
る

に
從
う
。

(
6
)
白
居
易

の

「
琵
琶
行
」
を
論

じ
れ
ば

、當

然
元
積

の

「
琵
琶
歌
」

(
『
元
氏
長
慶
集

』
巻
二
六
所
牧

)
に
も
言

及
す

べ

き

で
あ
る

が
、
そ
の
詩
作

の

動

機

か

ら

み

て
、
後
者
と
呉
偉
業

「
琵
琶

行

」
と

の
關
連
を

こ
こ
で
は
論

外
と
し
た
。
元
積

「
琵
琶
歌
」

と
白
居
易

「
琵

琶
行

」
と

の
關
連

に

つ
い
て
は
次

の
諸
書
を
参

照
。
星
川
清
孝

「
白

樂
天

の

『
琵
琶
行
』
と
元
微
之

の

『
琵
琶
歌
』
」

(
『
茨
城

大
學
文

理
學
部
紀
要

』
(
人
文
科
學
)
第
七
號

一
九

五
七
年
)
。

陳

寅
恪

『
元
白
詩
箋

證
稿
』
(
上
海

古
籍

出

版

社

一
九

七
八

年
)
。

(
7
)
詩
魔

の
發
見
及
び
詩

人
薄
命

の
認
識

に
つ
い
て
次

の
諸
書

を
参

照
。

平
岡
武
夫

『
白
居
易
』
(
中
國

詩

文

選

一
七

筑
摩
書
房

昭

和
五

二
年
)
。

二
宮
俊

博

「
白

居
易
に
於

け
る
詩

人
薄
命

の
認
識

に

つ
い
て
」

(
九
州

大
學

『
中
國
文
學
論
集

』
第

八
號

昭
和

五
四
年
)
。

(
8
)
顧
淵

「
呉
梅
村
先
生
行
」
に

「
吾

一
生
遭
際
、
萬
事
憂
危
、
無

一
刻
不
歴
難

難
、
無

一
境

不
嘗
辛

苦
、
實
爲
天

下

大

苦

人
、

(
略
)
墓

前
立

一
圓

石
、
題

日
詩

人
呉
梅
村
之
墓

」
と
あ

る
。

(
9
)
許
文

雨
は

『
文
論
講
疏
』
「
王
國
維

人
間
詞
話
巻
上

」

に

お

い

て
、
「
按
ず

る
に
、
呉
梅
村
偉
業

の
圓
圓
曲

の
如

き

は
、
使

事
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固
よ

り
多

し
。
亦

た
時
忌

に
燭

る
る
を
避
け
る

に
由
り
て
然
ら

し
む
な

り
。
白
樂
天

の
長
恨
歌
は
、
則
ち
陳
鴻

の
傳

、
前

に
在

る
有
り
。
故

に
能
く
運
ら
す
に
輕

霊
を
以
て
す
。
勢

に
同
じ
か

ら
ざ
る
有
り
。
未
だ
遽
か

に
其

の
優
劣
を
到
ず
べ
か
ら
ず

」
と

い
う
注
を
ほ
ど

こ
よ
て

い
る
。
臭
偉
業

の

「
琵
琶
行
」
は
、
本

論

に
説
く

よ
う
に
白
居
易

の

「
琵
琶
行
」

に
な
ら

っ
て
序

を
そ

の
前

に

お

い

て

い

る

が
、
時
忌

に

ふ
れ
る
點
で
は
、
や
は
り

「
圓
圓
曲
」
と
事
情

は
同
じ
で
あ
る
。

(
10
)
例
え
ば
趙
翼

『
甑
北
詩
話
』
巻
九

に
そ

の
論
が

二
條
見
え

て
い

る
よ
、
断
榮
藩

『
呉
詩
集

覧
』
雀
六

に
も
陸
雲
衣

の
説

を
引
用

し
て
呉
偉
業
詩
を

「
詩
史
」
・で
あ
る
と
し
て

い
る
。
な
お
、
徐

嘉

『
顧
亭
林
詩

箋
』
凡
例

に
も
顧

炎
武
詩

を

「
實

に

一
代

の
詩

史

爲
り
」
と
し
て

い
る
由

、
藤
井

艮
雄
氏
に
う
か
が

っ
た
。

こ

れ
ら
の
明
清
間

の
文

人
に
お
け

る

「
詩
史

」
の
語
が
持

つ
意
味

と
、
從
來
杜
甫
詩

に
冠

せ
ら
れ
て
き
た

「
詩
史

」
の
意

味
と
の

考
察

に
つ
い
て
は
、
別

に
專
論
を
必
要
と
す
る
。

(
Ⅱ
)
斬
榮
藩

『
呉
詩
集
覧
』

よ
り
引
用
。

※

臭
偉
業
詩
、
白
居
易
詩

の
底
本

は
、
共

に
四
部
叢
刊

に
お
さ
め

る

『
梅
村
家
藏
藁
』
、
『
白
氏
文
集

』
を
使
用

し
た
。

(
附
記

)
こ
の
稿
は
、
昭
和
五
六
年
五
月
二
四
日
、
佐
賀
女
子
短
大

に

お

い
て
開
催
さ
れ
た
九
州
中

國
學
會
大
會

の
研
究
發
表

を
ま
と

め
直
よ

た

も

の

で
あ

る
。
そ

の
際
、

司
會

の
勢
を

わ
ず
ら
わ

し
、
貴
重
な
御

意
見
を
賜
わ

っ
た
小

西
昇
先
生

は
、
信

じ
ら
れ

な

い
こ
と

に
間
も
な
く
六
月

二
三
日
、
忽
焉
と

し
て
不
鋸

の
客

と
な
ら
れ
た
。
先

生
の
生
前
の
御
薫
陶

を
偲

び

つ
つ
、

こ
の
拙

作

が
そ

の
御
教

示
に
十
分
答

え
得

ぬ
の
を
憾

み
と

し
、

つ
つ
し

ん
で
先

生
の
御
冥
幅
を

い
の
り
ま
す
。
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呉
偉
業

「琵
琶
行
」
に
お
け
る
白
居
易

「琵
琶
行
」
の
受
容

(竹
村
則
行
)


